
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2019 年 5 月 30 日発行 心臓リハビリテーション運営会議 

 

日本腎臓リハビリテーション学会認定「腎臓リハビリテーション指導士」試験2名合格！ 

第17号 

腎臓が悪い人に運動するとかえ

って腎機能が悪化するといわれ、

なるべく安静にすることがよい

とされていましたが、現在は状態

が安定していれば、運動をできる

だけ推奨し、適切な運動は腎機能

を悪化させず、むしろ改善すると

いう報告が多くなっています。 

近年、腎機能が低下するにつ

れ運動能力や身体活動量が

低下することが知られるよ

うになり、身体活動量低下が

死亡や生活の質（QOL）の低

下と関連する事が明らかに

なっています。 

 

腎機能の状態をしっかりと把握し、病状を悪化させ

ない適切な運動を指導し、薬物療法や栄養療法と並

行して質の高いリハビリテーションをできるエキス

パートが「腎臓リハビリテーション指導士」です。

腎臓と心臓は常に密接な関係にあるため、心臓リハ

ビリテーションを行う上でも腎臓を理解することは

大変重要です。 
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